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フォワーディング事業
日立物流グループのグローバルネットワークを駆使し、船舶・航空機・トラック・鉄道など、さまざまな手段をシームレスに
繋ぎ合わせ、お客様に最適な輸送サービスを提供しています。
フォワーディングと3PL・重量機工を融合した一貫物流サービスから、貿易事務代行、展示会・海外イベント対応、貿易協定
に関するコンサルティングなどの専門性の高い業務まで、お客様の幅広い国際輸送ニーズにお応えしています。

2020年度は国際輸送網の寸断・コストの急騰など、コロナ禍により環境が激変する中、当社
グループはお客様のグローバルサプライチェーン維持に全力で取り組んできました。今後
の国際輸送市場はさらなる多様化・複雑化が予想されますが、当社グループは「パートナー
との協創拡大」「DX」を着実に推し進め、よりシームレスで付加価値の高いフォワーディング
サービスの提供を通じて、お客様のグローバルな事業活動を支え続けていきます。
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2020年度の実績
売上収益（概算値）： フォワーディング取り扱い物量実績（概算値）：

1,011億円 海上輸送 441千TEU※ 航空輸送 148千トン

※TEU：Twenty-Foot Equivalent Unitの略。
　20フィート海上コンテナの本数に換算した物量

地域別事業概要
※ロゴは主要なフォワーディング事業会社

フォワーディング
売上収益
構成比

日本
32%

中国
23%

北米
13%

欧州
7%

アジア
（中国除く）
25%

欧州
海上 35千TEU
航空 14千トン
主要輸出取り扱い品
日本向け：家具、タイヤ
中国向け：衛生用品
アジア・北米向け：食料品

日本
海上 94千TEU
航空 47千トン
主要輸出取り扱い品
中国・アジア向け：�衛生用品、�

電機・電子部品
北米・欧州向け：自動車部品

アジア
海上 162千TEU
航空 27千トン
主要輸出取り扱い品
日本・中国・欧州向け：�電機・�

電子部品
アジア域内向け：衛生用品
北米向け：タイヤ

北米
海上 41千TEU
航空 10千トン
主要輸出取り扱い品
日本・アジア向け：食料品
中国・欧州向け：�衛生用品・�

自動車部品

中国
海上 109千TEU
航空 50千トン
主要輸出取り扱い品
日本向け：電機・電子部品
アジア向け：�衛生用品、�

電機・電子部品
北米・欧州向け：自動車部品、玩具

価値創造の成果

2020年度トピックス

成田空港における医薬品輸送品質認証「CEIV Pharma※」取得
当社グループのフォワーディング事業会社である㈱日立物流バンテック
フォワーディングは2021年3月、成田空港における医薬品航空輸送に
関する品質認証プログラムである「CEIV Pharma」認証を取得しました。
「世界基準をクリアした品質の高い医薬品航空輸送ができる事業者」と
して認証を受けたものであり、国内3PL事業におけるメディカル物流セ
ンター（  P.46）などの取り組みとあわせ、安全・安心な医薬品国際一
貫物流サービスの拡充に努めています。
※�CEIV Pharma： “The Center of Excellence for Independent Validators in Pharmaceutical Logistics”の略。国際航空運送協会（IATA）が、航空貨物における医薬品温度
管理輸送の品質認証として策定したグローバルでの統一基準

越境EC関連サービスの強化

東欧地域でのフォワーディングサービス提供を本格的に開始

成長を続ける越境EC市場関連のフォ
ワーディングサービスを強化しています。
2020年度からは海外の大手ECプラット
フォーマーと連携し、日本から主にアジア
向けに輸出するEC貨物の効率的な集約輸
送を行い、現地販売先までワンストップで
お届けしています。コストの最適化とリード
タイムの短縮により、お客様の販売機会の
拡大を物流面から支えています。

チェコに本社を置く当社グループのESA社
では、チェコ・ポーランド・スロバキアの東
欧3カ国を中心に、総合物流事業を展開し
ています。以前より、トラック輸送力を活か
した欧州全域へのクロスボーダー輸送を
行っていましたが、今般海上・航空・鉄道
の各フォワーディング事業を本格的に開始
し、3PL・重量機工事業と組み合わせた一
貫物流サービスを提供しています。

当社　EC貨物
輸出センター

集約輸送 海外拠点

注文海外からの注文

海外
購入者国内

出品者

サービス対応エリア

・シンガポール
・クアラルン
プール
・マニラ
・バンコク
・ホーチミン
・ジャカルタ

仕分～通関～混載

海外EC
プラットフォーマー

最適コスト・リードタイムでの輸送が可能に

フォワーディング事業DXの取り組み
当社グループは、中期経営計画における重点施策として全社でDXを推進しています（  P.29-30）。フォワーディング事業
においても、貿易実務のデジタル化による事務業務・コミュニケーションの効率化や、データの蓄積・分析によるお客様の
グローバルサプライチェーンの最適化をめざし、パートナーとの協創も含めたDXの取り組みを進めています。

当社デジタル
プラットフォーム

データドリブンなグローバルサプライチェーン最適化提案

物流ビッグデータを当社デジタルプラットフォームに集約

業務システム
当社

WMS
TMS

当社
フォワーディング

システム

業務・コミュニケーション効率化 ブロックチェーン基盤技術

Maersk社との協創㈱Zenportとの協創 貿易コンソーシアム参画

物流現場 ほか 当社フォワーディング事業
(貿易実務)

3PL事業
(倉庫・輸送)

国際輸送情報
(当社以外の物流業者の取り扱い情報含む)

お客様（荷主）

ビッグデータ蓄積・分析デジタル事業基盤SCDOS※

※SCDOS：サプライチェーン上の情報を一元管理・可視化し、課題解決をサポートする当社ソリューション  P.29

ESA社(㈱日立物流100%子会社)
• チェコ・ポーランド・スロバキアで総合物流事業を展開
• フォワーディング事業を本格開始、サービスをさらに拡充

サービスの
特長

● 東欧地域発着の自社輸配送網
● �中国～ポーランド・ドイツの越境鉄道輸送サービス�
(FCL・LCL※の両モードに対応)

● 海上複合輸送・航空混載輸送サービスの提供
● フォワーディング～3PLを一貫提供
● 自社通関チームでの税関対応

※ �FCL："Full Container Load"の略。荷主がコンテナ１本単位で借り切る輸送形態�
LCL："Less than Container Load"の略。複数の荷主のコンテナ１本に満たない貨物を混載する輸送形態
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